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4 月のエドモントンはたった 1 カ月で春が過ぎ去り夏がやってきたような気温の変化がありまし

た。4 月上旬には最低気温が-3°前後、最高気温が 5°前後でしたが日々気温が上昇していき、月

末には最高気温が 24°まで上がりました。北海道で生まれ育った私には 4 月に気温が 20°を超え

る経験はなかなか無いため、かなり驚きました。 

さて、今月の活動報告は語学学校の授業に関して報告いたします。3 月から 4 月の約 2 か月間で

1 つの語学のクラスが修了いたしました。今回は、1 月から 2 月に履修した語学クラスの次のレベ

ルのクラスでした。私が通っている語学学校は、今後大学の授業に参加する人に向けた授業内容で

あるため、エッセイの書き方やスライドを作成してのプレゼンテーションを行うなど学業に必要な

Listening, Reading, Speaking, Writing, Grammar の 5技能をバランスよく身につけることがで

きます。 

今回のクラスは、前回よりも Speaking の実践機会が多く設けられており、毎週カナダのニュー

スサイトから 1つ記事を選び内容を簡潔にまとめ、自身の意見も交えた 3分以内のプレゼンテーシ

ョンや、本を最低 30 分読むことが毎日の課題のひとつだったため、課題図書に関してスライドに

まとめ、クラスメイトとペアを組んで互いに読んだ本の内容を比較しながら発表するなどの実践活

動がありました。 

日本で大学在学中に授業でプレゼンテーションを行う機会は多くなかったため、最初はプレゼン

テーション自体に難しさを感じていました。一方で、日本人以外のクラスメイトはプレゼンテーシ

ョンに非常に慣れており、スライドや話し方の工夫で聴者を引き付けることに長けていると感じま

した。プレゼンテーション後は必ず先生からフィードバックがあり、良かった点と改善点を毎回指

導していただきました。実践と改善を繰り返すことで、少しずつ自信を持てるようになり、最初の

頃のプレゼンでは聴者とアイコンタクトを取り、自信を持った態度で話すようにと指導されていま

したが、期末のプレゼンでは発表態度を褒めていただけるようになりました。改善点は、もちろん

たくさんありますが、当初できなかった聴者とのアイコンタクトやボディランゲージを使った自信

を持った発表が少しずつできるようになり、自分自身で成長を感じることができました。 

また、Writingでは Comparison-and-Contrast Essayと Cause-and-Effect Essay という 2つの

エッセイの書き方を学びました。Comparison-and-Contrast Essay では文字通り、何かを比較・対

照するエッセイで、ある 2つの事柄の似ている点や相違点を述べます。例えば、オンライン授業と

対面授業、乳牛とオーツミルクなどテーマに関する記事を読み、その記事から似ている点や相違点

を見つけ、いくつか本文を引用し Introduction paragraph, Body paragraph 1, Body paragraph 

2, Conclusion paragraph の 4パートに分けて書くというものです。 

Cause-and-Effect Essay は事象に関する原因とその結果を書きます。例えば、環境問題や公害、

心や健康の問題などのテーマに関する記事を読み、その記事から原因と結果に当てはまるものを見

つけ、いくつか本文を引用し、上記同様の構図でエッセイを書きます。 

エッセイは課題や授業中に練習で何度も書く機会があり Speaking 同様、先生からのフィードバ

ックを毎回いただきました。スペルミスや冠詞の脱字など細かいミスが点数に響くため、エッセイ

の課題は毎回慎重に細心の注意を払い取り組みました。苦手意識はありますが、それぞれのエッセ

イの書き方の特徴を掴めるようになりました。日々、小さな変化ではありますが語学の成長を感じ

られています。 



今学期で大学の語学学校の授業は修了なので、5 月から大学の授業の履修が始まります。これま

での 4カ月間の語学学校での学修成果を発揮していきたいです。引き続き、ご支援の程よろしくお

願い致します。 

 

 

 

 


